
【概要】
• 東青地域「青天の霹靂」生産指導プロ

ジェクトチームが生産者や関係機関と情
報共有し、各農家が生産目標を達成でき
るように個別指導を通して、生産者の生
産意欲向上と安定生産を目指した。

【背景・課題】
• 全作付者の出荷データを分析する中で、

生産目標を下回る生産者が固定化してき
ていることがわかった。そこで、作付者
全員に栽培ポイントを示した「生産者カ
ルテ」を配布するとともに、生産目標を
下回った生産者に対しては、各ほ場ごと
の特徴を考慮した栽培方法の改善や気象
変動に対応した栽培管理ができるように
個別指導する必要があった。

【普及指導活動の内容】
• 東青地域「青天の霹靂」生産指導プロ

ジェクトチームを通して、各関係機関と
連携を強化するための連絡会議を開催し、
今年度行う活動内容を決定し意識統一を
図った。

• チーム員の追肥指導に当たっての技術統
一と今年の管内の生育状況の情報共有の
ための現地検討会を開催した。検討会終
了後、チーム員で各生産者に対して、幼
穂形成期以降の栽培管理について指導を
行った。特に、今年度は高温で経過した
ことから、生育ステージが早まっている
ことをチーム員と生産者全員で共有した。

• 育苗期、追肥時期、稲刈時期に講習会を
開催し、各ほ場に応じた栽培管理につい
て指導を行った。特に、今年度は、高温
で経過したことから、出穂期が例年にな
く早く、出穂後も高温で経過したため、
適期刈取指導を徹底した。

【成果】
• 適切な栽培管理によって全員が、玄米タ

ンパク6.4%以下（出荷基準）となった。
• 適期の刈取が進められた結果、１等米比

率が、県平均56%に対して85%となった。

【対象者】
青森農協「青天の霹靂」生産者部会（43名）
青森県米穀集荷協同組合「青天の霹靂」作付
生産者部会（3名）
(株)KAWACHO RICE（10名）

１ 「青天の霹靂」の安定生産と食味のレベルアップ
～「生産指導カルテ」と「青天ナビ」を活用した重点指導活動～
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東青地域「青天の霹靂」・「はれわたり」プ
ロジェクトチームの現地検討会（7/6）

刈取り講習会（8/29)
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【概要】
• 省力・低コスト化に有効な２本仕立てＵ

ターン誘引栽培の導入支援を行った。
また、新規作付者や栽培歴の浅い農業者
に対しては、主に個別巡回により就農後
の経営安定化に向けた技術支援を実施し
た。

【背景・課題】
• 管内のトマトは、高齢化や労働力不足等

により栽培面積が減少している。一方ミ
ニトマトは１戸当たりの栽培面積が増加
傾向にあり、どちらも省力・低コスト化
が課題となっている。

• ミニトマトは新規作付者が増加しており、
栽培者間での技術のバラツキが見られる。

【普及指導活動の内容】
• ２本仕立てＵターン誘引栽培のほ場で栽

培講習会を行ったほか、冬期講習会で令
和５年の高温障害発生を踏まえ、遮光資
材の使用方法や 葉陰遮光による障害軽
減対策について指導した。

• トマトでは「りんか409」、ミニトマトで
は「サンチェリーピュアプラス」を栽培
する生産者が増加したため種苗メーカー
と連携し品種特性に応じた栽培管理方法
について指導した。

• 自動かん水システム新規導入者や導入歴
の浅い生産者に対して個別巡回を実施し、
機器運用や保守管理について指導すると
ともに、新規就農者やシステム導入指向
者を対象とした講座を開催し、システム
の機器構成・動作機構について指導した。

【成果】
• 令和５年度の２本仕立てＵターン誘引栽

培の導入戸数は23戸となった。
• 令和５年度の自動かん水システムの導入

戸数は15戸となった。

【対象者】
青森農協トマト部会（80名）
青森農協ミニトマト部会（28名）

２ トマト指定産地の生産力向上
～省力的な誘引方法の導入支援と新規作付者の育成支援～

農業者を講師とした研修会
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収穫時着色管理を確認

種苗メーカーと連携した講習会
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【概要】
• 現地巡回や聞き取り調査等により、農山

漁村女性による起業の活動状況や課題を
整理した。

• 課題解決に向けて、事業の活用や個別指
導等に取り組み、女性起業の経営力向上
を図った。

【背景・課題】
• ベテランの起業組織の中には、食を生か

した地域貢献活動に興味を示したり、将
来を見据えて、地域の若手女性農業者等
に加工技術や事業の継承を望む組織も現
れてきている。

• 新規就農者の若手女性の中に、農業経営
の一環として、起業活動に関心を示す人
が増えてきている。

• 活力ある農山漁村づくりを実現するため
には、これらの意欲ある女性農業者に対
して、段階に応じた支援を行い、起業活
動の充実強化を行う必要がある。

【普及指導活動の内容】
• 県の女性起業を対象とした補助事業を活

用した若手女性起業家３名に対し、現状
把握と課題整理を行い、今年度目標の達
成に向けたフォローアップを行った。

• ＪＡ青森野菜直売所「げんき畑」に対し、
「食」に関する地域活動を働きかけた結
果、県事業を活用したモデル実証に取り
組んだ。

• 女性起業家１名が餅加工の技術継承に意
欲を示したため、先輩起業家とのマッチ
ングを行った。

【成果】
• 若手女性起業家３名は、新規事業活用に

よる加工量増や農福連携による作業の効
率化、鳥獣害対策による収穫量の確保等
により、今年度の目標を達成できた。

• ＪＡ青森「げんき畑」は、消費者の意識
調査や伝承会（３回）の開催、郷土料理
リーフレットの作成と活用等により、地
域での伝承につながった。

• 女性起業と先輩起業家双方の意向を踏ま
えたマッチングを行った結果、しとぎも
ちなどの餅加工技術の継承ができた。

【対象者】
農山漁村女性（３４起業）
若手女性農業者（３５名）

３ 活力ある農山漁村づくりを目指した女性起業活動の推進
～農山漁村女性の意欲を生かした地域課題解決～

食品加工に係る基礎研修

令和５年度 東青地域県民局地域農林水産部農業普及振興室

郷土料理伝承会

専門家による事業継承講座
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【概要】
• 非農家出身の新規就農者等が多い東青管

内において、新規就農者が農業を生業と
して地域に定着できるよう、経営者とし
て必要な知識の早期習得と東青地域の主
要品目を主体とした所得確保に向けて、
支援を強化する。

【背景・課題】
• 非農家出身者は、生産基盤の脆弱さ、農

業経営に対する考えの甘さ等から所得確
保に苦戦している。

• 就農希望者に対しては、経営者としての
心構えの醸成や就農に向けた助言環境の
整備が必要となっている。

• 就農支援体制を強化するとともに就農希
望者の能力向上が必要となっている。

【普及指導活動の内容】
• サポート体制の強化に向けて、関係機関

等を参集した「東青地域新規就農支援会
議」を開催したほか、研修受入農家等を
対象にコーチング技術等向上研修会を開
催した。

• 就農希望者を対象に営農計画や生活設計
の立案方法等の習得を目的とした農業総
合セミナーを開催した。

• 新規就農者の能力向上に向け、ねぎ、ト
マト、ピーマンの指導拠点ほを設置し、
栽培対策講座を開催したほか、多様な販
売等による農業経営強化を目的に若手農
業者向け農業経営スキルアップ研修及び
相談会等を開催した。

• 農業青年を対象に農作業安全講習会等の
ニューファーマー育成講座を開催したほ
か、随時、就農相談対応や補助事業の活
用を支援した。

【成果】
• 関係機関等が一体感を持って支援を行う

体制が整った。
• 研修受入農家等の就農希望者とのコミュ

ニケーション能力向上が図られた。
• 新規就農者の栽培技術の向上や知識の習

得、仲間づくりが推進された。

【対象者】
・就農希望者（農業次世代人材投資資金
（準備型）交付者7名等）

・新規就農者（農業次世代人材投資資金
（経営開始型）交付者51名等）

４ サポート体制の強化による新規就農者の経営力向上

指導拠点ほで説明を聞く新規就農者
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コーチング研修会で意見発表する参加者

農作業安全講習会での技術講習
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